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建て直した新校舎へのIPテレフォニー
システム導入を決定

データ系インフラの更新共々、
構築ベンダにネットマークスを選定

計画を前倒しし、既存アナログ内線網も
IPテレフォニーに置き換え、全学に展開

エクステンション・モビリティやボイス
メールなどの機能を積極的に活用
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新校舎建設を契機に、大学全体にIPテレフォニー
システムを導入、ユーザも利便性を評価

東洋学園大学

　IPテレフォニーは、従来の電話システムの機
能を継承しつつ、TCO削減や利便性の向上だ
けでなく、業務効率化やコミュニケーションの強
化による新たなワークスタイル実現の手段として
広く認知され、導入されてきた。最近ではIPフォ
ンも含めたIPテレフォニーシステム全体の初期
導入費用も下がり、その構築や運用に関するノ
ウハウも蓄積されたことから、大手企業だけでな
く、自治体や中堅中小企業、教育機関、医療機
関など様 な々分野での導入が進んでいる。今回、
東京・本郷と千葉・流山の2つのキャンパスにIP
テレフォニーシステムを同時に導入した東洋学
園大学もそうした教育機関のひとつだ。
　東洋学園大学は1926年現在の本郷キャンパ
スの地に創立され、約3000名の女性歯科医を
社会に送り出した東洋女子歯科医学専門学
校が前身である。そして、戦後の新教育制度の
下で1950年に開設された東洋女子短期大学
の英語教育の伝統を踏まえて、1992年に4年制
男女共学の東洋学園大学人文学部を流山キ
ャンパスに開設した。さらに、2002年には、ケース
メソッドで現代経営を実践的に学ぶ現代経営
学部を本郷キャンパスに開設。その後、2007年
には学園発祥の地である本郷キャンパスに新
校舎が竣工し、より快適な教育環境が完成した。
　東洋学園大学がIPテレフォニーシステムの導
入の検討を開始したのは、建設中だった本郷
キャンパス新校舎の電話設備の選定に取りか
かった2006年春である。当初、同大学ではアナ

ログPBXも含めて検討したが、流山キャンパスと
本郷キャンパスの既存校舎の2つに既設のアナ
ログ内線電話網があることから、新校舎もアナロ
グ内線電話網にした場合、運用や保守の面で
手間がかかると判断、IPテレフォニーシステムを
導入することにした。そして、流山キャンパス及
び本郷キャンパスの既存校舎は将来的にIPテ
レフォニーシステムを導入することにし、当面は
ゲートウエイを介して通話する計画とした。

　一方、大学全体のデータ系インフラが更新時
期を迎えており、2006年夏から、その更新の準
備を進めた。従来のインフラはそれぞれの構築
段階で、ベストと判断した機器を採用していた
ので、ベンダも別々だった。そこで、今回は運用
負荷の軽減を考え、流山と本郷の管理インター
フェイスを同一にするために、両方を一括して
構築可能なベンダであること、そして音声系デ
ータを流しても、パフォーマンスをきちんと確保で
きる、IPテレフォニーシステムとの親和性がある
ネットワーク機器を基準に、構築ベンダを選ぶこ
とにした。そして、IPテレフォニーとデータ系イン
フラについて、それぞれ4社から提案を受け、比
較検討した結果、最終的にネットマークスを選
んだ。
「ネットマークスは2005年に流山に営業に来た
ことがきっかけになって、おつきあいが始まりまし
たが、当大学への機器納入やシステム構築の
実績はありませんでした。ですので、正直いって、
不安はありましたが、データ系インフラ、IPテレ

フォニーとも豊富な実績があり、安心できる提案
内容だったので、ネットマークスに決めました」と
話すのは技術面を担当する東洋学園大学メデ
ィアセンター課長の椎名 智夫氏。
　とりわけ、同大学が意識したのはIPテレフォニ
ーシステムの運用の部分だ。IPテレフォニーシス
テムは海外ベンダの製品が多く、海外の電話の
使い方をそのまま持ってくるため、日本の電話の
使い方とは異なることが多い。そこで、同大学で
は、海外と日本では電話の使い方が異なること
を前提に、今までの多機能電話になかった機能
で可能になるもの、逆に今まで多機能電話で提
供されていた機能でIPテレフォニー化すること
で使えなくなる機能について、ネットマークスに
細かな質問をし、それに対する回答を受けた。

「一連のやり取りの中で、ネットマークスが日本の
電話の使い方を念頭に様 な々工夫をして、IPテ
レフォニーを構築した多数の経験にもとづいて、
電話利用者に違和感なく、きちんと対応できるこ
とが分かりました。また、ユーザが一番気にする
電話機の使い勝手も、ネットマークスが提案す
るシスコIPフォンが一番よいという評価になりまし
た。そこで、事務部門の責任者に入ってもらい、
最終的には理事長がネットマークスに構築して
もらうことを決めたのです」と説明するのは業務
全体のとりまとめを担当する東洋学園大学 メデ
ィアセンター部長の宇田 隆生氏。

　2006年秋、ネットマークスがIPテレフォニーシ
ステム構築を担当することが決定した段階では、
既存のアナログ電話網を使っている流山キャン
パスと本郷キャンパス既存校舎は、時間をおいて、
将来IPテレフォニーに移行するという予定だった。
　本郷と流山は違う時期に開設されているため、
内線電話網は別 に々構築され、ベンダも異なっ
ていた。そのため、数年前にキャンパス間は内
線でかけられるようになったが、同じ相手に電話
する場合でも、本郷からと流山からでは番号が
異なっており、とまどうことも多かった。また、運用・
保守面では、それぞれ別のベンダであるため、
それに伴う業務上の負荷も問題になっていた。
こうした問題の改善や保守業者の一本化によ
る運用負荷の軽減、導入コストなどを考え合わ

せると、東洋学園大学では新校舎と同時にIP
テレフォニー化する方がメリットが大きいと判断、
2006年12月、大学全体へのIPテレフォニーの展
開を決めた。

「ネットマークスには、電話の敷設にあたって、新
校舎の建築を担当したゼネコンと直接交渉して
もらった上に、急きょ決めた全学へのIPテレフォ
ニーの展開も実施してもらいました。新校舎の
竣工が2007年3月なので、それに合わせて全体
を稼働させなければなりませんでしたので、大変
だったと思いますが、滞りなく作業を進めてもらう
ことができました」（宇田氏）。
　こうして、2007年3月には、データ系インフラと
IPテレフォニーシステムが予定通り、稼働を開始
した。新しいデータ系インフラは「Cisco Catalyst6500」
をコアスイッチにして、校舎ごとに閉じたスター型
ネットワークで構築。流山キャンパスは敷地が広
いので、メディアセンター、事務室、図書館でそ
れぞれループを組み、流山と本郷間は広域イー
サネットで結ばれている（図）。
　また、事務室や研究室、コンピュータ教室など
の固定端末用接続の外に、持ち込んだノート
PCをネットワークに接続して使えるように、「Alc-
atel OmniSwitch6800」による認証ネットワーク
を構築した。これによって、一般教室と複数の
教員が使う共同研究室ではケーブル、新校舎
の学生ラウンジと図書館は無線LANで接続す
れば、ユーザ認証が行われ、ダイナミックに
VLANが割り当てられ、セキュアにネットワークに
アクセスできるようになっている。

　

　東洋学園大学のIPテレフォニーシステムは、
「CiscoCatalyst 3560」を中継スイッチとして用

い、イーサネット経由で電源を供給するPoE（Power 
over Ethernet）対応のCisco製IPフォンを設置、
ハブにUPSを付けて、停電があっても電話が使
えるようにしている。
「大学なので、普通の企業とは電話の使い方も
違います。IPテレフォニーの機能で大変重宝し
ているのが、CiscoCallManagerエクステンション・
モビリティとボイスメールです。教員は2つのキャ
ンパスで授業をすることがあり、両方のキャンパ
スに行くことがよくあります。エクステンション・モ
ビリティは、移動先のキャンパスのIPフォンで、自
分のIPフォンの設定やサービス、短縮ダイヤルな
どを使うことができ、大変便利です。また、常勤
の教員でも、常時自分の研究室にいるわけでは
ありません。そこで、研究室に居ない時にかかっ
てきた電話は録音し、電子メールで通知を行う
ことが可能な構成としています」（椎名氏）。
　今回、電話機は機能がボタンに割り付けられ
ていた多機能電話機から、液晶で階層を下げ
て機能を探すIPフォンに切り替わった。
「電話機の使い方が今までと違うので、すんなり
使えるようになるか、心配していましたが、皆、難
なく使いこなしています。階層で機能を探すの
は携帯電話と同じやり方なので、違和感がなか
ったのかもしれません。また、何人かで電話会議
をするケースも出てきていますし、春の人事異動
時に伴う電話の移動も大学内で対応すること
ができました」（宇田氏）。
　今回構築したネットワークが順調に稼働し、
IPテレフォニーシステムの利用も定着する中で、
今後、東洋学園大学ではCallManagerを使っ
た電話の利用状況の分析を行い、IPテレフォニ
ーシステムの一層の効果的な活用を図っていく
考えだ。また、ネットワークの更新が定期的に行
われていく中で、今回の成果の上に、ネットマー
クスへの期待には大きなものがある。

豊かな教養と国際感覚を身につけた意欲ある社会人の育成を目指し、少人数制のきめ細かな教育を行っている東洋学園大学。

同大学は本郷キャンパス新校舎への導入を契機に、大学全体にIPテレフォニーシステムを展開、運用負荷の軽減とユーザの利便性向上を実現した。

データ系インフラの更新と同時に行われた導入はネットマークスが行った。稼働後間もないが、IPテレフォニーシステムならではの機能も利用され、

教職員の評価も高い。
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〒107-0051　東京都港区元赤坂1-3-12
TEL.03-3423-5782　FAX.03-3423-5902
E-mail:info@netmarks.co.jp

株式会社ネットマークス　マーケットコミュニケーション部

問い合わせ先

・2007年5月取材　・禁無断転載

1926年に創立された東洋女子歯科医学専門学校を前身に、長年培われた東洋学園の英語教育の伝統を
踏まえて、1992年に人文学部を流山キャンパスに開設。その後、2002年にはケースメソッドで現代経営を実
践的に学ぶ、現代経営学部を本郷キャンパスに開設した。さらに、2007年には学園発祥の地、本郷キャンパ
スが建て替えられ、より快適なキャンパスが実現した。豊かな教養と国際感覚を身につけた意欲ある社会人の
育成を教育の目標にし、少人数制のきめ細かな教育を行っている。
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東洋学園大学ネットワーク構成図
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